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小惑星イトカワ表層におけるレゴリスの初期解析結果：土砂形成とその堆積機構へ
の制約

Constraints on the formational and depositional mechanisms of regolith materials on the
surface of Itokawa: Preliminary results
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はやぶさ探査機に搭載されたカメラ（AMICA）によって、イトカワの様々な地形的特徴が明らかになった。大局的に
は、イトカワはごつごつした岩塊の存在しているラフ・テレインと呼ばれている場所と、逆に平坦なスムーズ・テレイン
と呼ばれている２種類の地表面に区分される。イトカワの全体像や、ラフ・テレインについては、他の研究者によって
本セッションで報告されるので、ここではスムーズ・テレインの初期解析結果について報告する。
スムーズ・テレインは特徴の無い平滑な部分を指す。ほぼ均一な輝度値を示しているので、細かい物質が表面を覆って

いるとの考え方に調和的であることから、「レゴリス」のたまっている場所であると考えられている。「レゴリス」とは
一般に、天体表面に存在する小さく、個別に分離した土砂の総称であり、多くの場合衝突起源と考えられている。しか
しながら小惑星の場合レゴリスの生成率と低重力下での散逸率との兼ね合いで、必ずしも天体上にレゴリスが存在して
いない可能性がある。「はやぶさ」によって、初めてイトカワ程度の非常に小さな小天体にも、レゴリスが存在している
事が明らかになった。
イトカワのレゴリスは、全球的に分布しているわけではない。現在、詳細な地質マッピングが行われている所だが、数

値的３次元形状モデルを用いて面積を求めたところ、ほぼ全表面の２０％がレゴリスに覆われている事が明らかになっ
た。
高解像度画像により、最大のスムーズ・テレインであるミューゼスの海は、センチメートルスケール（またはそれ以

下）の砂利で覆われている事が明らかになった。エロスの「ポンド」と呼ばれている堆積物よりも、粒子サイズが大き
い事は明白であり、この事からエロスと異なるレゴリスの生成／堆積機構が存在してる事が示唆される。
現在までの初期的な解析による重要な発見を列挙すると、（１）スムーズ／ラフ・テレインの境界は比較的明瞭な場合

が多いが、１０ｍスケールの境界域が存在しいる。（２）その境界域付近では、岩塊の分布に地域性が見られる。（３）岩
塊のサイズにも地域性がある。（４）レゴリスの深さは数メートル程度と考えられる。（５）レゴリスの深さにも地域性
がある。（６）レゴリスの土砂のサイズ分布にも地域性がある。こうした結果について、本講演でまとめて報告したい。


